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令和２年度に係る業務の実績に関する評価結果 

国立大学法人東京学芸大学 

 

１ 全体評価 

 

東京学芸大学は、高い知識と教養を備えた創造力・実践力に富む有為の教育者を養成す

ることを目的としている。第３期中期目標期間においては、（１）教育課題の多様化や、教

育環境の変化に対応できる教員の養成、現職教員研修のための組織立上げ、研修プログラ

ムの開発及び実施、（２）教育支援人材の養成及び教育支援者と協働できる教員の養成、（３）

次世代育成教育の研究とその成果の発信等を基本的な目標としている。 

この目標の達成に向け、学長のリーダーシップの下、「学芸大デジタル書架ギャラリー」

の公開を開始するなど、「法人の基本的な目標」に沿って計画的に取り組んでいることが認

められる。 

 

（「戦略性が高く意欲的な目標・計画」の取組状況について） 

第３期中期目標期間における「戦略性が高く意欲的な目標・計画」について、令和２年

度は主に以下の取組を実施し、法人の機能強化に向けて積極的に取り組んでいる。 

○ 専門職学位課程において、小学校教員免許プログラムを設置している。（ユニット「新

しい社会を創造する力を持つ次世代の子供を育てるための教員養成と教員研修」に関す

る取組）  
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２ 項目別評価 

 

＜評価結果の概況＞ 
特 筆 

一定の 
注目事項 

順 調 
おおむね 
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化   ○    

（２）財務内容の改善   ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供       

（４）その他業務運営   ○    

※（３）は評定なし 

 

Ⅰ．業務運営・財務内容等の状況                          

 

（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    
①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載１事項が「年度計画を十分に実施している」と認められるとと

もに、下記の状況等を総合的に勘案したことによる。 

 

 令和２年度の実績のうち、下記の事項について課題がある。 

  

○ 入学者選抜における得点集計ミス 

令和３年度一般選抜（後期日程）における得点集計ミスが発生したことにより、追加

合格の措置を実施していることから、チェック体制の強化等、再発防止に向けた組織的

な取組を引き続き実施することが望まれる。 

 

 

 

（２）財務内容の改善に関する目標                         
①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載１事項が「年度計画を十分に実施している」と認められること

等を総合的に勘案したことによる。 
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（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           
①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】― 

 

 

 

（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守等 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載１事項が「年度計画を十分に実施している」と認められること

等を総合的に勘案したことによる。 
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Ⅱ．教育研究等の質の向上の状況                          

 

 令和２年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 

 

○ 「学芸大デジタル書架ギャラリー」の設置 

附属図書館において、教育学分野の書架イメージ(約１万9,600冊分)を公開し、図書館

に入館せずともオンライン上で書架を眺めることができる「学芸大デジタル書架ギャラ

リー」を令和２年６月から公開を開始している。この「学芸大デジタル書架ギャラリー」

が電子出版アワード2020（第14回）において、アイデアが光るユニークなサービスに送

られる賞である「エクセレント・サービス賞」を受賞している。 

 

 

 


